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１．研究の背景と目的 

日本と中国の伝統庭園はともに自然風景式とされるが 1) 2)，その

庭園植栽の形態の特徴は異なっている。中国の庭園では，河原

(2007)が指摘したように，庭園内の植栽の多くは自然樹形のまま

であり,人為樹形が少ないのが特徴的である。この特徴は，中国に

刈り込みや剪定技術を記載した文献が見られないことでも頷ける
3)。一方，日本の伝統庭園では，藤井ら（1990）などですでに指摘

されているように，庭園の植栽の形式は自然式とされているが，

自然のままの樹形ではなく，透かし剪定を始めとする細かな剪定

を加えて人為的に自然風に仕立てることが多いのが特徴的である
4)。 

こうした違いは各々の国の人々の伝統的判断・嗜好の表れとも

言え，異なる植栽形態に対する生理・心理反応にも表れるものと

推測される。Jo et al. (2012) は枝葉が透かされた樹木と透かさ

れていない樹木に対する日本人男性の生理 (眼球運動，脳血流変

化量) ・心理 (印象評価) 反応を計測・分析し，印象評価と大脳

の活性化部位との間に関連性を見出した。つまり，日本人男性は

透かし剪定された樹木を観賞している時の眼球の動きが剪定され

ていない樹木より細かく，樹木の細部を観察する傾向がみられた。

同時に大脳の視覚野が活性化し，判断と感情に関わる部位が沈静

化した。また，印象評価では，透かし剪定された樹木が透かされて

いない樹木に比べて，明るい，リフレッシュ，整っている，清潔な

等のポジティブな評価が有意に高かった 5)。Mohamed et al. 

(2013) は日本人女性に対して同様な実験を実施し，男性と同じ結

果を得た 6) 。 

異なる植栽形態に対する中国人の生理・心理反応に関する研究

はまだなされていない。そこで，本論は庭園内の樹木に対して透

かし剪定技術を使用する習慣のない中国の人々が透かし剪定され

た樹木と透かされていない樹木を見ている時の眼球運動と印象評

価を解析し，中国の人々の透かし剪定に対する認知特性を検討す

ることを目的とした。 

２．研究方法 

（１）対象物 

本研究の対象樹木として, 針葉樹では,中国,日本ともに重要な

庭木とされるクロマツ（Pinus thunbergii）、広葉樹では,両国の

庭園で一般的な葉の大きさをもつガジュマル(Ficus microcarpa)

を選定した（図－1）。これら 2 種でそれぞれ樹形の類似した個体

2 本ずつを中国北京近郊で庭園内から選び、コンテナに植え付け

た。 

 １種２個体の内、１個体に対して剪定技術に習熟し、長年樹芸

士審査を担当している技能者が透かし剪定を施した。具体的には、

樹高や枝張りを維持しつつ樹冠密度を下げるように２次枝、３次

枝の付け根から切除し、樹冠内部に隙間を作り、背後の白い壁面

が一部見えるようにした。さらに、クロマツではもみあげを施し2

年葉を減らした。 このような透かし剪定によって、クロマツ、ガ

ジュマルともに透かし剪定個体では幹や枝がはっきり見えるよう

になった(図－１)。 

クロマツの樹高・枝張りは，透かし剪定された個体で 102cm・

102cm，透かし剪定されていない個体で97cm・110cmであった。一

方，ガジュマルの樹高・枝張りは,透かし剪定された個体で200cm・

110cm，透かし剪定されていない個体で195cm・90cmであった（表

－1）。 

 

（２）被験者・実験期間 

正確に眼球運動を計測するため,透かし剪定された樹木と透か

されていない樹木の違いを弁別出来る程度の視力が必要であった。

本実験は裸眼もしくは矯正視力(ソフトコンタクトレンズ)が 0.7

以上の中国北京林業大学の 20代前半の学生計 31名（男性 20名，

女性11名）を被験者にした。実験は2011年9月から10月までの

間に行った。 
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図－1 対象植物 

 

表－1 視覚対象の形状（単位：㎝） 
  地上部 鉢 台 

対象木 樹高 枝張り 高さ 直径 高さ 幅 

広葉樹透かし 200 110 38 59 22 58 

広葉樹無剪定 195 90 38 58 22 58 

マツ透かし 102 120 19 63 19 89 

マツ無剪定 97 110 19.5 58 19 89 

 

（３）測定項目 

眼球運動の測定と記録には角膜・瞳孔反射法を利用した非拘束

式型アイマークレコーダ EMR-8（ナックイメ－ジテクノロジー社，

日本）を用いた。この装置は眼球運動の捕捉を行う赤外線発生装

置と小型カメラを備えたキャップの部分と，装置の制御と得られ

たデータをデジタル化するコントローラー部分で構成されている。

被験者の眼球運動を測定するときに，被験者は座っている状態で

キャップをかぶるだけで他に何ら身体的拘束はないため，被験者

はごく自然な体勢で実験に臨むことができる。収集したアイマー

クデータの解析には，EMR 解析システム EMR-dFactory（同）を用

いた。印象評価にはSD法(Semantic Differential Method)（形容

詞15対）５段階評価アンケートを用いた。 

 

（４）実験設定 

実験場所は被験者が対象物と背景以外の要因から受ける影響を

できる限り少なくし，全被験者が同一条件下で実験が受けられる

ように，北京林業大学の会議室内とした。壁の色は白であった。

照明は蛍光灯による人工照明とした。室内温度、湿度は空調機に

よって25°、50%に維持した。被験者が頭を動かさずに樹木全体

を見えるように，被験者と対象樹木の間の距離を350cmとした。

被験者と対象樹木の樹冠上端を見た時の仰角は約5°とし，俯角

が約13°とした（図－2）。 

視覚対象樹木を被験者から見えないように実験場所の両側に設

置した白い衝立の裏側に置いた後，椅子に座った被験者に実験プ

ロセスを説明し実験協力の同意を得た後，眼球運動測定装置を装 

図－2 実験設定－立面図（単位：㎜） 

 

着し，被験者ごとに装置の設定とキャリブレーションを行った。

そして，被験者に対象樹木を見ている間に頭を動かさないように

指示し，目を閉じてもらった。目が閉じていることを確認した後

に樹木を被験者の前方へ移動し，被験者に目を開けるよう指示し，

1分間対象樹木を見てもらい眼球運動を記録した。その後，被験者

に印象評価（SD法）をしてもらい，次に目が閉じている状態で樹

木を入れ替え，以下同様の手順で計測を進めた。なお，対象樹木の

提示順序は，順序効果を避けるためにランダムにした。 

本実験では上記の 4 パターンの対象樹木の他に，6 つの異なる

対植パターン(１.同じ大きさの球形ツゲの対植,2.左大きい,右小

さい球形ツゲの対植,3.右大きい,左に小さい球形ツゲの対植,4.

同じ大きさの円錐形のイブキの対植,5.左大きい,右小さいイブキ

の対植,6.右大きい,左小さい円錐形のイブキの対植)をランダム

提示した場合の眼球運動も合わせて計測し，一人あたりの実験時

間は約40分であった(図－3)。データ解析では，1被験者当たり10

パターンのデータをもとに各被験者の停留点数・総停留時間・平

均停留時間を標準化(standardization)した 7)。 

 

実験説明  機械装着・設定  計測    印象評価   9回繰り返し 

 

10分         10分        1分      1分       計18分 

図－3 実験の手順 

 

３．結果および考察 

（１）眼球運動 

本研究では被験者が樹木を観察している1分間の眼球運動の軌

跡，停留点分布，停留点数，総停留時間，平均停留時間のデータ

を記録した。 

眼球運動の軌跡を見ると，透かし剪定されたマツでは幹と一本

一本の主枝をなぞるような形になるが，剪定されていないマツで

は露出している樹幹下部と樹冠全体の輪郭線をなぞるような形に

なる傾向がみられた。また，透かし剪定されたガジュマルでは視

線が樹冠の正面に広く分布するが，剪定されていないガジュマル

では上下に移動するといった単純な動きが多かった（図－4）。 

停留点分布を見ると，透かし剪定されたマツでは，停留点が幹と

主枝に沿って多く分布する傾向がみられたが，剪定されていない

マツでは停留点が樹冠全体に分布する傾向がみられた。透かし剪

定されたガジュマルでは，停留点が樹冠上部の透かされた部分に

集中的に分布する傾向がみられたが，剪定されていないガジュマ

ルでは停留点が樹木の中軸線に沿って分布する傾向がみられた

(図－5)。 

つまり、樹冠に隙間があり枝振りが見える透かし剪定個体では

幹や枝に沿った視点移動や停留点分布が多くなり，一方、樹冠が

密な透かし剪定されていない個体では樹冠輪郭部（クロマツ）や、

縦長樹形の鋭角部と幹元を上下する視点移動や停留点分布（ガジ

ュマル）が多くなったと考えられる。このような傾向は、樹形の 
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図－4 眼球運動軌跡のデータ画像の1例 

※線は被験者の視線の軌跡を表したもの 

図－5 眼球運動停留点分布のデータ画像の1例  

※点は被験者の停留点(0.2秒以上)を表したもの 

 

異なるチャボヒバに対する日本人の眼球運動（藤井ら、1990）8)や、

樹冠や幹の形態の異なる樹木に対する日本人の眼球運動（依田ら、

1991）9)で指摘されている傾向と類似したものである。 
次に、前述した方法で被験者ごとにデータを標準化し，透かし

剪定されたマツと剪定されていないマツの間，透かし剪定された

ガジュマルと剪定されていないガジュマルの間において，総停留

時間，停留点数，平均停留時間 (総停留時間=停留点数×停留時

間) について有意差検定を行った。検定方法は一対の標本による

平均の検定(t検定,両側)を用いた。 

総停留時間では，被験者全体において,透かし剪定されたガジ

ュマルは透かされていないガジュマルに比べて有意的に長かった

(P=0.031<0.05)。男性において，透かし剪定されたガジュマルは

透かされていないガジュマルに比べて有意に長かった(P=0.087< 

0.1)。一方，透かし剪定されたマツと透かされていないマツの間

では有意差がみられなかった(図－6)。 

停留点数では，被験者全体において，透かし剪定されたガジュ

マルが透かされていないガジュマルに比べて有意に多かった

(P=0.053<0.1)。一方，男性被験者において，透かし剪定された

マツが，透かされていないマツに比べて有意に多かった

(P=0.076<0.1)（図－７）。 

平均停留時間では，何れの対象の間にも有意差がなかった。 

以上の結果から，ガジュマルでは，透かし剪定の有無によって

眼球運動に明確な違いがみられることが確認できた。つまり、透

かし剪定された個体の総停留時間，停留点数が透かし剪定されて

いない個体に比べて有意に長く，多かった。そして、平均停留時

間では透かし剪定された個体とされていない個体の間に有意差が

なかったことから,停留点数の多さが総停留時間の長さに反映し

たことがわかる。合わせて，前述したように被験者の視線が透か

し剪定個体でより複雑な動きが観察され、また停留点が樹冠の隙

間に分布する傾向が確認できたことから,中国人被験者は透かし

剪定されていないガジュマルに比べて，透かし剪定されたガジュ 

図－6 透かし剪定された植物と剪定されていない植物に対す

る中国人被験者の総停留時間の比較 

*一対の標本による平均の検定(T検定) (*:P<0.1，**:P<0.05) 

 

図－7 透かし剪定された植物と剪定されていない植物に対する

中国人被験者の停留点数の比較 

*一対の標本による平均の検定(T検定) (*:P<0.1，**:P<0.05) 

 

マルをより細かく観察したものと考えられる。そして、それは透

かし剪定されたガジュマルの樹冠内部の隙間が視線を誘引する要

素になったことに起因するものと推察できる。 

一方、クロマツでは,男性で透かし剪定された個体に対する停

留点数が透かされていない個体より多かったものの,全被験者,女

性では有意差がみられなかった。そして、総停留時間,平均停留

時間の何れにおいても有意差がみられなかった。この結果はクロ

マツがガジュマルに比べて葉面積が小さいことから、透かし剪定

に関わらず枝葉の間に隙間が多く,視線を誘引する要素が多かっ

たことに起因するものと考えられる。このことは, 前述した眼球

運動の軌跡や停留点分布で見られた傾向とも対応するものと考え

られる。つまり、透かし剪定個体では枝に沿った視点移動や停留

点分布がみられ、一方、透かされていない個体では樹冠の輪郭を

なぞる移動や停留点分布がみられた。 
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図－8 全被験者におけるSD法の結果 

※ウィルコクソンの符号順位検定 (*:P<0.1；**:P<0.05；***:P<0.01) 

 

図－9 男性被験者におけるSD法の結果 

※ウィルコクソンの符号順位検定 (*:P<0.1；**:P<0.05；***:P<0.01) 

 

図－10 女性被験者におけるSD法の結果 

※ウィルコクソンの符号順位検定 (*:P<0.1；**:P<0.05；***:P<0.01) 

 

（２）印象評価 

SD法による印象評価の結果をウィルコクソンの符号順位和検定

（両側）を用いて有意差検定を行った。 

被験者全体では，透かし剪定されたマツが剪定されていないマ

ツに比べて，力強い（P=0.089<0.1），不浄な(P=0.099<0.1)，整っ

ていない（P=0.000<0.01）と評価された。一方，透かし剪定された

ガジュマルは剪定されていないガジュマルに比べて弱々しい

(P=0.009<0.01)と評価された(図－8)。 

男性では，透かし剪定されたマツが剪定されていないマツに比

べて，力強い（P=0.021<0.05），整っていない（P=0.014<0.05），不

安な（P=0.020<0.05）と評価された。また，透かし剪定されたガジ

ュマルが剪定されていないガジュマルに比べて弱々しい

(P=0.098<0.1)と評価された(図－9)。 

女性では，透かし剪定されたマツが透かされていないマツに比

べて，整っていない（P=0.006<0.01）と評価された。また，透かし

剪定されたガジュマルが透かし剪定されていないガジュマルに比

べて，弱々しい（P=0.041<0.05）と評価された(図－10)。 

以上の結果から，印象評価では，中国人被験者はマツとガジュマ

ルの何れにおいても透かし剪定された樹木に比べて透かし剪定さ

れていない樹木を高く評価する傾向がみられた。また，透かし剪

定されたマツは剪定されていないマツに比べて力強いと評価され

たが，透かし剪定されたガジュマルは剪定されていないガジュマ

ルに比べて弱々しいと評価された。これらのことから，透かし剪

定が中国人被験者にもたらす印象変化は樹木の種類によって異な

るものの、透かし剪定樹木に対する印象評価は概して低いものと

考えられる。なお,この結果は先行研究の Jo et al. (2012)，

Mohamed et al. (2013) が報告した透かし剪定樹木に対する日本

人の高い評価とは異なっており、この認知科学的背景の解明は今

後の課題としたい。 

 

４．まとめ 

印象評価では,中国人被験者は透かし剪定された樹木より透か

されていない樹木を高く評価した。この結果から,中国の伝統庭園

内の樹木が剪定されないことも頷ける。 

眼球運動では,中国人被験者の視線が透かし剪定された樹木の

樹冠内部の細かい枝葉,または形姿に誘引され,透かされていない

樹木に比べて細かく見る傾向がガジュマルにおいて確認できた。 

眼球運動と印象評価の結果を合わせて考察すると，中国人被験

者において,透けた樹冠によって誘引された細かい眼球運動が対

象樹木に対する低い評価に繋がることが示唆され,眼球運動と印

象評価の間の関連性を窺わせた。このような認知特性は中国で庭

木に対する透かし剪定技術が発生,発達しなかったことに関わる

要因の一つと考えられる。すなわち,中国人被験者は庭園内の樹木

を細かく観察することを好まず,樹木を全体としてとらえること

を好むことが推察される。 

本研究は制限された被験者と実験対象に対して実施したもので

あり、他国の被験者との比較や性差,樹種による比較等 ,々今後の

課題としたい。 
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